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平成28年度 日本大学高等学校・中学校同窓会収支決算書
自 平成28年4月 1 日
至 平成29年3月31日

収入の部

以上報告いたします。　　平成29年3月31日
日本大学高等学校・中学校同窓会会長　　長谷川武雄

　　　　　　　　　　　会計　　飯田　仁志
　　　　　　　　　　　会計　　金子　貴仁

　　　　　　　　　　上記監査の結果正確であると認めます。
日本大学高等学校・中学校同窓会会計監査　　斎藤　善徳

遠山　忠司

平成29年度 日本大学高等学校・中学校同窓会収支予算書
自 平成29年4月 1 日
至 平成30年3月31日

収入の部

支出の部

支出の部
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発 行 所

日本大学高等学校中 学 校

同窓会櫻友委員会

〒223－8566
横浜市港北区箕輪町2－9－1

電話（045）560－2600
FAX（045）560－2610

＜母校HPアドレス＞
http://www.nihon-u.ac.jp/
                 orgni/yokohama/
＊同窓生のページもございますので
　是非ご覧ください。

学
制
の
略
号
は
次
の
通
り

旧
中
＝
旧
制
中
学

旧
商
＝
旧
制
商
業

二
商
＝
第
二
本
科
商
業

新
譜
＝
新
制
普
通
科

新
商
＝
新
制
商
業
科

定
普
＝
新
制
定
時
制
普
通
科

定
商
＝
新
制
定
時
制
商
業
科

担当：矢向

：マーケティング・企画・制作・印刷

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
総 務 費 200,000 140,000 60,000 お祝い、その他
通 信 費 350,000 291.403 58,597 総会・役員会の通知郵送、その他郵送
印 刷 費 3,300,000 2,825,950 474,050 桜友印刷（桜友郵送費を含む）、同窓会委員名簿印刷
交 通 費 10,000 0 10,000
総 会 費 6,000,000 5,353,858 646,142 会場、記念品、福引、表彰、写真
委 員 会 費 1,500,000 1,337,084 162,916 役員会（2回）、委員会（2回）
ＯＢ・クラス会費 500,000 450,000 50,000 クラス会（21回）、OB会（6回）
母 校 援 助 費 1,600,000 1,513,729 86,271 卒業記念品、奨学金（50万円）、桜苑祭補助（30万円）
慶 弔 費 350,000 236,200 113,800 結婚祝儀、教職員関係者葬儀香典
雑 費 500,000 399,124 100,876 事務用品、文具、振替手数料、名簿作成事務費、130周年記念事業
予 備 費 7,630,363 0 7,630,363
次 期 繰 越 金 0 9,164,048 △9,164,048 平成29年度運営費9,500,000円（上記会費収入）を含む

計 21,940,363 21.711,396 228,967

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
総 　 務 　 費 150,000 200,000 △ 50,000 お祝い、その他
通 　 信 　 費 300,000 350,000 △ 50,000 総会・役員会の通知郵送、その他郵送
印 　 刷 　 費 2,200,000 3,300,000 △ 1,100,000 桜友印刷（桜友郵送費を含む）、同窓会委員名簿印刷
交 　 通 　 費 0 10,000 △ 10,000
総 　 会 　 費 4,000,000 6,000,000 △ 2,000,000 会場、記念品、福引、表彰、写真
委 員 会 費 1,300,000 1,500,000 △ 200,000 役員会（2回）、委員会（2回）実施予定
ＯＢ・クラス会費 500,000 500,000 0 クラス会、OB会
母 校 援 助 費 1,600,000 1,600,000 0 卒業記念品、奨学金（50万円）、桜苑祭補助（30万円）
慶 　 弔 　 費 300,000 350,000 △ 50,000 結婚祝儀、教職員関係者葬儀香典
雑 　 　 費 250,000 500,000 △ 250,000 事務用品、文具、振替手数料、130周年記念事業
予 　 備 　 費 11,014,048 7,630,363 3,383,685 平成30年度運営費10,640,000円を含む

計 21,614,048 21,940,363 △ 326,315

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
会 費 9,540,000 9,500,000 40,000 @20000円×475名（平成29年3月に入金、平成29年度の運営費）
総 会 会 費 900,000 701,000 199,000
委 員 会 会 費 400,000 310,000 90,000
雑 収 入 250,000 350,033 △100,033 学校よりお祝い、寄付
前 期 繰 越 金 10,850,363 10,850,363 0

計 21,940,363 21,711,396 228,967

科　　　目 当 年 度 予 算 額 当 年 度 決 算 額 増　　　 減（ △ ） 摘　　　　　　　　　　　　　　　要
会 　 　 費 10,640,000 9,540,000 1,100,000 20,000円×532名（平成30年3月に入金、平成30年度の運営費）
総 会 会 費 1,160,000 900,000 260,000 一般8,000円×120名+新卒2,000円×100名
委 員 会 会 費 400,000 400,000 0 5,000円×40名×2回
雑 　 収 　 入 250,000 250,000 0
前 期 繰 越 金 9,164,048 10,850,363 △ 1,686,315

計 21,614,048 21,940,363 △ 326,315

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
大
学
高
等
学
校
・
中

学
校
の
改
革
が
力
強
く
す
す
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
取
り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
本
校
を
巣
立
っ
た
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ

た
ち
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
く
、
サ
ッ
カ
ー
（
Ｊ
リ
ー
グ
）
や
女
子
ゴ
ル
フ
等
の

厳
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
多
方
面
で
活
躍
を
し
て
い
る
卒
業
生
た
ち
の

背
中
を
追
っ
て
、
生
徒
た
ち
と
同
窓
会
が
更
な
る
大
き
な
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
、
手
と
手
を
取
り
合
い
共
に
力
強
く
す
す
ん
で
い
く
。

同
窓
会
専
用
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

同
窓
会
の
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
日
本
大
学
高
等

学
校
・
中
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同
窓
会
専
用
の
ペ
ー
ジ

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、
同
窓
生
へ
の
お

知
ら
せ
や
恩
師
の
情
報
等
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
広
報
誌
『
櫻
友
』
を
こ
ち
ら
で

読
む
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

寄
付
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
、
普
通
科
12
期
の
有
志
の
皆
さ
ま
、
ま
た
総
会
で

は
卒
業
生
の
森
氏
が
勤
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
尾
﨑
酒
造
様

よ
り
心
温
ま
る
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
同
窓
会
に
ご
理
解
と
ご
協
力
ま
た
ご
支
援
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
同
窓
会
発
展
の
た
め
、

ま
た
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
同
窓
会
活
動
が
出
来
る
よ
う
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
同
窓
会
へ
の
寄
付
等
の
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
日
本
大
学
高
等
学
校 

同
窓
会
事
務
局

（
０
４
５
―

５
６
０
―

２
６
０
０
）ま
で
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
中
学
校
の
新
コ
ー
ス
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
高
等
学
校
に

新
し
い
『
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
』
が
開
設

さ
れ
た
。国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、

全
員
参
加
の
海
外
語
学
研
修
、
英
字
新
聞
の
作
成
や

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
問
題
解
決
力
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
力
養
成
へ
の
取
り
組
み
等
を
行
っ
て
い

る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術

革
新
の
進
展
に
よ
り
、

社
会
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
中
で
、
生

徒
た
ち
が
将
来
社
会

人
と
し
て
活
躍
す
る

際
に
、
多
様
な
価
値

観
を
も
つ
人
と
協
力

し
合
い
、
難
し
い
課

題
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
今
以
上
に
求

め
ら
れ
る
時
代
に
対

応
す
る
た
め
の
コ
ー

ス
で
あ
る
。
２
０
２
０

年
度
に
大
学
入
試
改

革
を
予
定
し
て
い
る

文
部
科
学
省
は
【
知

識
・
技
能
】
に
加
え
て
、

【
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
】
や
【
学
び

に
向
か
う
力
・
人
間

性
】
を
重
視
し
よ
う

力 強 く す す む力 強 く す す む力 強 く す す む
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ご
あ
い
さ
つ

日
本
大
学
高
等
学
校
・
中
学
校
長
　
田
　
村
　
　
　
隆

（３） 第53号

日
本
初
の
女
性
留
学
生
を
偲
ん
で

同
窓
会
会
長
　
長
谷
川
　
武
　
雄

　

女
性
留
学
生
を
歳
の
順
に
紹
介
す
る
と

上
田
悌
子
（
一
六
才
）
吉
益
亮
子
（
一
五
才
）

山
川
捨
松
（
一
〇
才
）
永
井
繁
子
（
九
才
）

津
田
梅
子
（
六
才
）
の
五
人
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
幕
府
側
に
立
っ
て
い
た
武
士
の
娘
で

あ
る
。

　

年
長
の
二
人
は
渡
米
後
体
調
を
崩
し
、

間
も
な
く
帰
国
し
た
。

　

年
少
の
三
名
は
十
年
の
留
学
期
間
に
猛

勉
強
を
重
ね
、
い
づ
れ
も
優
秀
な
成
績
で

学
校
を
卒
業
し
て
帰
国
し
て
い
る
。

　

永
井
繁
子
は
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
音
楽
学
校
を

卒
業
し
て
帰
国
し
、
留
学
中
に
知
り
合
っ

た
瓜
生
外
吉
（
ア
ナ
ポ
リ
ス
海
軍
兵
学
校

卒
、
後
に
海
軍
大
将
男
爵
）
と
結
婚
し
、
女

子
高
等
師
範
学
校
（
現
在
の
お
茶
の
水
女
子

大
学
）、
東
京
音
楽
学
校
（
現
在
の
東
京
芸

術
大
学
）
で
教
師
と
し
て
後
進
を
育
成
し

た
。

　

最
年
少
で
あ
っ
た
津
田
梅
子
は
旧
幕
臣

津
田
仙
の
娘
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
っ
た

日
本
公
使
館
の
書
記
官
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ

ン
マ
ン
の
家
に
寄
宿
し
、
高
等
学
校
を
卒

業
し
て
十
一
年
後
に
十
七
才
で
帰
国
し
た
。

　

帰
国
し
た
と
き
の
梅
子
は
、
長
い
留
学

生
活
の
た
め
日
本
語
の
会
話
が
出
来
な
く

な
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

国
費
留
学
生
が
帰
還
し
て
も
、
国
は
活

躍
の
場
を
用
意
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

や
む
な
く
梅
子
は
伊
藤
博
文
の
紹
介
に

よ
り
、
華
族
女
学
校
（
現
在
の
学
習
院
女
子

部
）
の
教
師
と
な
っ
た
が
、
七
年
後
に
職
を

辞
し
、
再
度
留
学
の
た
め
渡
米
し
、
日
本

女
性
留
学
の
た
め
の
奨
学
金
設
立
に
携
り
、

講
演
や
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

　

三
年
後
に
帰
国
し
、
再
び
華
族
女
学
校

で
教
師
と
な
っ
た
が
、
こ
の
学
校
は
皇
族
・

華
族
し
か
入
学
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

身
分
に
か
か
わ
り
な
く
学
べ
る
女
子
教
育

組
織
を
作
る
べ
く
、
明
治
三
三
年
に
津
田

女
子
英
学
塾
を
設
立
し
た
。
今
日
の
津
田

塾
大
学
で
あ
る
。

　

生
涯
を
女
性
教
育
に
捧
げ
独
身
で
過
ご

し
た
。

　

山
川
捨
松
は
会
津
藩
の
家
老
山
川
家
の

娘
で
あ
る
。

　

幼
名
を
咲
子
と
い
っ
た
が
、
山
川
家
で

は
咲
子
を
留
学
さ
せ
る
際
、
咲
子
を
捨
て

た
つ
も
り
で
米
国
に
遣
る
が
、
無
事
の
帰

国
を
待
つ
と
い
う
意
味
を
込
め
て
捨
松
と

改
名
さ
せ
た
。

　

こ
れ
だ
け
の
覚
悟
で
渡
米
し
た
だ
け
に
、

捨
松
の
留
学
中
の
成
績
は
優
秀
で
あ
り
、

年
齢
も
他
の
二
人
よ
り
年
長
で
あ
っ
た
の

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大

学
を
卒
業
し
て
い
る
。
日
本
人
女
性
初
の

大
学
卒
業
生
で
あ
る
。

　

帰
国
後
薩
摩
出
身
の
参
議
陸
軍
卿
大
山

巌
と
結
婚
し
た
。

　

二
人
の
結
婚
に
は
次
の
経
緯
が
あ
っ
た
。

　

大
山
巌
は
西
郷
隆
盛
の
従
弟
で
、
瓜
生

外
吉
と
永
井
繁
子
の
結
婚
披
露
宴
で
出
会

っ
た
捨
松
に
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
い
、
山

川
家
に
縁
談
を
申
入
れ
た
が
あ
っ
さ
り
断

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
と
い
う
の
も
、
会
津
と
薩
摩
は
戊

辰
戦
争
で
最
も
激
し
く
戦
っ
た
会
津
戦
争

の
当
事
者
で
あ
り
、
山
川
家
の
怨
は
深
く
、

二
人
の
結
婚
に
反
対
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

大
山
は
捨
松
を
諦
め
ら
れ
ず
、
従
兄
の

西
郷
従
道
に
山
川
家
の
説
得
を
頼
み
、
西

郷
も
根
気
よ
く
仲
介
し
、
当
人
同
士
の
交

際
を
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

　

捨
松
も
大
山
の
人
柄
が
気
に
入
っ
て
結

婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
日
本
は
不
平
等
条
約
撤
廃
の
た
め
、

鹿
鳴
館
を
建
て
、
外
国
要
人
を
接
待
し
て

い
た
。

　

政
府
要
人
が
夫
人
を
同
伴
し
て
夜
会
に

出
席
し
た
が
、
当
時
の
日
本
婦
人
は
洋
装

に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
外
国
の
文
化
・
仕
来

た
り
を
知
ら
ず
、
会
話
も
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
外
国
要
人
を
上
手
に
持
て
成
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

捨
松
は
長
い
留
学
生
活
で
こ
れ
ら
を
身

に
つ
け
て
お
り
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ド
イ
ツ
語
が
堪
能
で
、
社
交
ダ
ン
ス
に
も

通
じ
、
し
か
も
容
姿
端
麗
で
あ
っ
た
の
で

鹿
鳴
館
の
花
と
呼
ば
れ
、
外
交
に
貢
献
し

た
。

　

津
田
梅
子
と
は
生
涯
の
友
と
し
て
、
梅

子
の
設
立
し
た
英
学
塾
に
理
事
・
顧
問
と

し
て
支
援
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

山
川
家
は
優
秀
な
家
系
で
、
捨
松
の
兄

山
川
健
次
郎
は
戊
辰
戦
争
で
白
虎
隊
に
加

わ
っ
た
も
の
の
、
年
少
の
た
め
行
動
を
共

に
で
き
ず
に
生
き
残
り
、
会
津
藩
の
将
来

を
託
さ
れ
て
敵
軍
の
参
謀
に
預
け
ら
れ
て

育
ち
、
国
費
留
学
生
と
し
て
渡
米
、
エ
ー

ル
大
学
を
卒
業
し
、
後
に
東
京
帝
国
大
学

の
総
長
と
な
っ
て
い
る
。

　

明
治
初
期
に
米
国
へ
留
学
し
、
学
問
に

励
み
、
帰
国
し
た
後
、
日
本
の
近
代
化
に

貢
献
し
た
女
性
の
生
き
方
を
紹
介
し
て
み

た
。

　

残
念
な
こ
と
は
、
三
人
の
極
め
て
優
秀

な
女
性
留
学
生
を
国
費
で
派
遣
し
な
が
ら
、

帰
国
し
た
際
の
受
入
態
勢
が
整
え
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

古
来
、
国
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
留
学
生

に
は
、
派
遣
さ
れ
た
国
で
の
留
学
の
成
果

を
日
本
に
持
ち
帰
り
、
そ
の
成
果
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
て
も
ら
う
態
勢
が
整
え
ら
れ

て
い
た
。

　

明
治
初
期
の
男
性
留
学
生
も
例
外
で
は

な
い
。

　

し
か
し
、
日
本
女
性
と
し
て
初
の
留
学

生
に
は
受
入
態
勢
が
整
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。

　

当
時
の
日
本
の
風
潮
で
あ
り
、
法
制
度

上
も
女
性
の
高
級
官
吏
や
政
治
家
の
へ
道

は
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

た
ま
た
ま
三
人
の
女
性
留
学
生
が
極
め

て
優
秀
な
人
物
で
あ
っ
た
た
め
、
自
力
で

限
ら
れ
た
環
境
の
中
で
自
分
の
能
力
を
発

揮
で
き
る
場
所
を
探
し
、
自
ら
人
生
を
切

り
拓
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

母
校
の
女
性
卒
業
生
か
ら
も
（
勿
論
男
性

卒
業
生
か
ら
も
）、
こ
の
三
人
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
、
立
派
な
人
物
が
多
数
輩
出
さ

れ
ん
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

第
九
代
会
長
　
　
略
　
歴

　

昭
和
二
二
年
四
月
三
日
横
浜
市
都
筑
区

で
出
生
、
昭
和
三
五
年
四
月
日
本
大
学
中
学

校
入
学
、
在
学
中
弁
論
部
に
所
属
、
全
国
高

校
弁
論
大
会
で
二
回
優
勝
、
高
校
二
年
一
八

代
生
徒
会
会
長
、
昭
和
四
一
年
四
月
日
本
大

学
法
学
部
入
学
、
在
学
中
大
学
紛
争
を
経

験
、
昭
和
四
五
年
三
月
同
学
部
卒
業
、
昭
和

四
八
年
司
法
試
験
合
格
、
昭
和
五
一
年
四
月

弁
護
士
登
録
（
横
浜
弁
護
士
会
所
属
）、

趣
味　

読
書
、
観
世
流
謡
曲

　

母
校
は
長
く
男
子
校
で
あ
っ
た
が
、
男

女
共
学
校
に
な
っ
て
二
十
年
近
く
に
な
る
。

お
そ
ら
く
女
性
卒
業
生
の
数
も
二
千
名
前

後
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
今
年
の
中
学
校
の
入
学
式
で
は

女
性
生
徒
に
焦
点
を
当
て
た
日
本
初
の
女

性
留
学
生
の
話
を
祝
辞
と
し
た
。

　

日
本
の
留
学
生
の
歴
史
は
古
く
、
遣
隋

使
、
遣
唐
使
の
時
代
か
ら
存
在
し
た
が
、

高
向
玄
理
、
南
淵
請
安
、
吉
備
真
備
、
空
海
、

最
澄
等
の
留
学
生
・
僧
も
皆
男
性
で
あ
っ

た
。

　

日
本
で
初
め
て
の
女
性
留
学
生
は
、
明

治
四
年
に
欧
米
に
派
遣
さ
れ
た
岩
倉
使
節

団
に
随
行
し
た
五
人
の
少
女
で
あ
る
。

　

因
に
、
日
本
大
学
の
学
祖
山
田
顕
義
先

生
も
こ
の
使
節
団
に
加
わ
り
、
フ
ラ
ン
ス

に
滞
在
し
て
軍
事
、
法
律
を
学
ば
れ
た
の

で
あ
る
。

　

平
成
29
年
4
月
1
日
付
で
日
本
大
学
高

等
学
校
・
中
学
校
の
校
長
職
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
創
設
87
年
を
誇
る
伝
統
校
で

あ
る
本
校
に
着
任
で
き
ま
す
こ
と
は
、
こ

の
上
な
い
栄
誉
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の

重
責
を
痛
感
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
57
年
に
日
本
大
学
に
奉
職

し
、
今
年
で
勤
続
36
年
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
間
、
櫻
丘
高
等
学
校
を
皮
切
り
に
、

三
島
高
等
学
校
・
中
学
校
、
豊
山
高
等
学
校
・

中
学
校
で
勤
務
し
、
Ｈ
Ｒ
担
任
を
は
じ
め
、

学
年
主
任
、
生
活
指
導
主
任
、
進
路
指
導

主
任
、
数
学
科
主
任
を
歴
任
し
、
直
近
3

年
間
は
教
頭
職
と
し
て
学
校
運
営
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
学
に
は
「
こ
う
い
う
教
育
を
し

た
い
」、「
こ
う
い
う
人
材
を
育
て
た
い
」
と

い
う
独
自
の
「
建
学
の
精
神
」
や
「
教
育
理

念
」
が
存
在
し
ま
す
。
教
育
理
念
は
不
変
で

す
が
、
そ
の
反
面
、
時
代
や
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
シ
ス
テ

ム
を
変
化
さ
せ
る
な
ど
、
多
様
性
に
応
え

る
柔
軟
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
「
不
易
流
行
」
の
精
神
の
も
と
で
、
理
想

り
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
中
学
校
は
、
昨
年
よ
り
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
ズ
コ
ー
ス
と
Ｎ
．
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
コ
ー
ス
の
2
コ
ー
ス
制
を
、
高
校
で

は
、
今
年
度
1
年
生
か
ら
総
合
進
学
ク
ラ

ス
、
特
別
進
学
ク
ラ
ス
に
加
え
、
ス
ー
パ

ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
求
め
ら
れ
る
英
語
4
技
能
の

充
実
を
睨
み
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
講
師
）
を

5
名
に
増
員
し
た
ほ
か
、
昼
休
み
と
放
課

後
に
2
名
が
常
駐
す
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ラ
ウ
ン
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
留
学
制
度

（
長
期
・
短
期
）
及
び
海
外
語
学
研
修
、
海

外
修
学
旅
行
な
ど
の
多
岐
に
渡
る
取
り
組

み
を
含
め
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」
で
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
利
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
型
授
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
研
究
・
研
修
を
重
ね
な
が
ら
更
な

る
充
実
を
目
指
し
、
真
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ナ
ー
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

生
徒
の
生
き
る
力
を
育
み
、
一
人
ひ
と

り
の
将
来
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
内
容

と
シ
ス
テ
ム
を
進
化
充
実
さ
せ
た
教
育
活

動
を
展
開
し
、
生
徒
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
よ
う
、
全
教
職
員
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
同
窓
会
な
ら
び
に
同
窓
生
の

皆
様
の
、
ま
す
ま
す
の
ご
多
幸
ご
発
展
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
本
校
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

と
す
る
生
徒
像
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り
の

夢
を
実
現
さ
せ
る
責
務
を
担
う
の
が
私
学

の
存
在
意
義
と
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
は
と
申
し
ま
す
と
、
日
本
大
学
の

教
育
理
念
「
自
主
創
造
」
の
も
と
で
、
校
訓

「
情
熱
と
真
心
」
と
教
育
目
標
「
自
覚
と
責

任
」
を
掲
げ
、
教
育
活
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
文
武
両
道

の
精
神
の
も
と
で
日
々
勉
強
に
部
活
動
に

と
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
真
心
を
尽

く
し
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
卒
業
時
の

大
学
進
学
で
は
日
本
大
学
を
は
じ
め
、
国

公
立
大
・
他
大
学
と
も
に
合
格
実
績
が
向

上
し
て
お
り
、
部
活
動
に
お
い
て
も
輝
か

し
い
成
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

新
任
の
校
長
と
し
て
、
こ
う
し
た
良
き

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
社
会
の
変
化
に
主

体
的
に
対
応
し
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

自
ら
道
を
切
り
開
く
「
自
主
創
造
」
の
精
神

を
も
っ
た
活
力
溢
れ
る
生
徒
を
育
成
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

21
世
紀
に
入
り
、
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
、
高
度
な
科
学
技
術
の
発
達
の

波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
特
に
、「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
」
や
「
Ｉ
Ｔ
化
」
は
学
校
教
育
に

お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
異
な

る
言
語
圏
の
相
手
と
も
、
自
ら
の
意
見
を

主
張
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
プ

レ
ゼ
ン
能
力
、
論
理
的
な
課
題
解
決
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
要
求
に
応
え

る
た
め
、
現
在
、
本
校
で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」
の
積
極
的
導
入
を

実
施
し
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の

大
き
な
目
玉
と
も
い
え
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
型
授
業
の
導
入
」
を
推
進
し
て
お

　

平
成
28
年
3
月
1
日（
水
）10
時
よ
り
、
第
69
回
高
等
学
校
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
た
。卒
業
生
475
名
の
中
か
ら
高
村
楓
さ
ん
・
小
金
澤

亮
太
く
ん
の
両
名
が
同
窓
会
会
長
賞
受
賞
者
と
し
て
選
考
さ
れ
た
。

こ
の
両
名
に
は
、長
谷
川
会
長
よ
り
賞
状
と
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
3
月
18
日
（
土
）
に
は
第
70
回
中
学
校
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
、卒
業
生
274
名
の
中
か
ら
、小
松
崎
雪
乃
さ
ん
に
賞
状
と
賞
品
が
授

与
さ
れ
た
。
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平
成
30
年
度

　同
窓
会
総
会
の
ご
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内

平
成
30
年
度

　同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

第53号（４）（５） 第53号

日本大学　　　　331名

平
成
28
年
度
行
事
報
告

1　

集
会

　

○
同
窓
会
総
会

　
　

日
時
：
平
成
28
年
6
月
17
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

○
委
員
会

　
　
〈
第
1
回
〉

　
　

日
時
：
平
成
28
年
5
月
20
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　
　
〈
第
2
回
〉

　
　

日
時
：
平
成
29
年
1
月
27
日
（
金
）

　
　

場
所
：
華
正
楼

　

○
役
員
会
（
正
副
会
長
会
議
）

　
　
〈
第
1
回
〉

　
　

日
時
：
平
成
28
年
4
月
15
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　
　
〈
第
2
回
〉

　
　

日
時
：
平
成
28
年
11
月
18
日
（
金
）

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

○
特
別
委
員
会

　
　

・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
サ
ー
ク
ル
会

　
　

・
広
報
誌
「
櫻
友
」
発
行
委
員
会

平
成
29
年
度
行
事
予
定

1　

集
会

　

○
同
窓
会
総
会

　
　

日
時
：

　
　

平
成
29
年
6
月
16
日
（
金
）　

午
後
6
時

　
　

場
所
：
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

○
委
員
会　
　
　

年
2
回
開
催
予
定

　

○
役
員
会　
　
　

年
2
回
開
催
予
定

　

○
特
別
委
員
会

　
　

・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
サ
ー
ク
ル
会

　
　

・
広
報
誌
「
櫻
友
」
発
行
委
員
会

2　

ク
ラ
ス
会
、
Ｏ
Ｂ
会
等
の
活
動
援
助

　
［
規
定
］
50
名
未
満

　
　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

国公立大学  17名
お茶の水女子大学、横浜国立大学、
九州大学、山梨大学、秋田大学、
千葉大学、筑波大学、電気通信大
学、東京外国語大学、東京農工大
学、横浜市立大学、首都大学東京、
神奈川県立保健福祉大学

私立大学  372名
早稲田大学、慶應義塾大学、上智
大学、東京理科大学、学習院大学、
明治大学、青山学院大学、立教大
学、中央大学、法政大学、同志社
大学、立命館大学、成城大学、成
蹊大学、明治学院大学、フェリス
女学院大学、横浜薬科大学、鎌倉
女子大学、関西外国語大学、関東
学院大学、共立女子大学、玉川大
学、桐蔭横浜大学、駒澤大学、工
学院大学、高千穂大学、桜美林大
学、芝浦工業大学、昭和女子大学、
昭和大学、昭和薬科大学、神奈川
工科大学、神奈川歯科大学、神奈
川大学、星薬科大学、聖心女子大
学、千葉科学大学、専修大学、洗
足学園音楽大学、相模女子大学、
多摩美術大学、大妻女子大学、第
一薬科大学、拓殖大学、中京大学、
鶴見大学、帝京大学、帝京平成大
学、東海大学、東京医療保健大学、
東京音楽大学、東京家政学院大学、
東京家政大学、東京経済大学、東
京工科大学、東京工芸大学、東京
慈恵会医科大学、東京女子大学、
東京造形大学、東京電機大学、東
京都市大学、東京農業大学、東京
薬科大学、東邦大学、東洋英和女
学院大学、東洋大学、日本女子大
学、日本文化大学、日本薬科大学、
白百合女子大学、武蔵大学、武蔵
野大学、武蔵野美術大学、文教大
学、北里大学、目白大学、立正大
学、國學院大学、杏林大学

短期大学  2名
専門学校  5名
就　　職  2名
留　　学  3名

　
　
　
　

50
名
以
上
100
名
未
満

　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　

100
名
以
上
150
名
未
満

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　

150
名
以
上

　
　
　
　
　
　

８
０
，
０
０
０
円

3　

平
成
29
年
度
卒
業
生
へ
の

　
　
　

同
窓
会
長
賞
贈
呈
（
2
名
）

4　

平
成
29
年
度
卒
業
生
へ
の

　
　
　

卒
業
記
念
品
贈
呈

　
　
　
　

・
印
鑑
、
印
鑑
ベ
ン
リ

5　

平
成
29
年
度
同
窓
会
奨
学
金

　
　

奨
学
金

　
　
　

第
1
種
：
3
名
、
第
2
種
：
2
名

　
　
　

※
第
1
種
、
第
2
種
と
も
各
10
万
円

計
50
万
円

6　

母
校
諸
行
事
へ
の
援
助

学　部 人数

法 学 部 69 

法 学 部（ 二 部 ） 5 

文 理 学 部 51 

経 済 学 部 33 

商 学 部 26 

芸 術 学 部 18 

国 際 関 係 学 部 10 

危 機 管 理 学 部 12 

スポーツ科学部 2 

理 工 学 部 43 

生 産 工 学 部 2 

工 学 部 1 

医 学 部 0 

歯 学 部 1 

松 戸 歯 学 部 0 

生物資源科学部 54 

薬 学 部 1 

短期大学部（三島） 2 

短期大学部（船橋） 0 

看 護 専 門 0 

歯 科 衛 生 専 門 0 

歯 科 技 工 専 門 0 

松戸歯科衛生専門 0 

通 信 教 育 部 1 

　
　
　

原　

哲
郎
（
英
語
科
）

　
　
　

二
神
武
志
（
社
会
科
）

8　

定
年
退
職
教
職
員
へ
の

　
　
　

記
念
品
贈
呈
（
1
名
）〈
敬
称
略
〉

 

吉
武
眞
二
（
数
学
科
）

9　

広
報
誌
「
櫻
友
」
な
ら
び
に

　
　
　

委
員
名
簿
の
発
行

　
　

体
育
祭　
　

平
成
29
年
5
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
17
日
（
水
）

　
　

桜
苑
祭　
　

平
成
29
年
9
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
17
日
（
日
）

　
　

※
体
育
祭
、
桜
苑
祭
あ
わ
せ
て
30
万
円

7　

多
年
勤
続
教
職
員
へ
の

　
　
　

記
念
品
贈
呈
（
10
名
）〈
敬
称
略
〉

　

○
30
年
（
3
名
）

　
　
　

髙
田
直
樹
（
国
語
科
）

　
　
　

中
園
健
二
（
中
学
教
頭
、保
健
体
育
科
）

　
　
　

柳
川
周
三
（
数
学
科
）

　

○
20
年
（
2
名
）

　
　
　

伊
藤
謙
吾
（
保
健
体
育
科
）

　
　
　

佐
藤
真
理
（
事
務
）

　

○
10
年
（
5
名
） 

朝
倉
直
子
（
英
語
科
）

　
　
　

伊
藤
真
一
郎
（
保
健
体
育
科
）

　
　
　

小
池
晃
広
（
数
学
科
）

総 

会 

次 

第

   

一
、
開
会
の
辞

   

一
、
会
長
挨
拶

   

一
、
学
校
長
挨
拶

   

一
、
多
年
勤
続
・
定
年
退
職

   　
　

恩
師
に
記
念
品
の
贈
呈

   　
　

代
表
挨
拶

   

一
、
旧
師
紹
介

   

一
、
懇
親
会

   　
　

福
引
き

   

一
、
新
制
旧
制
校
歌
斉
唱

   

一
、
閉
会
の
辞

　

平
成
30
年
度
同
窓
会
総
会
は
以

下
の
日
程
で
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
多
数
の
ご
出
席
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時

　

平
成
30
年
6
月
15
日
（
金
）

　

午
後
6
時
よ
り

場　

所

　

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

　

今
年
度
よ
り
同
窓
会
総
会
の
案

内
を
ハ
ガ
キ
の
み
で
の
郵
送
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
65
歳
以

上
の
方
に
は
全
員
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
65
歳
以
下
の
方
に
は
５

年
に
１
度
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
々
に
例
年

送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
広
報

誌
「
櫻
友
」
に
関
し
て
は
、
日
本
大

学
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同

窓
会
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
検
索
サ
イ
ト
か
ら
、「
日
本
大
学

高
等
学
校　

同
窓
会
」
と
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
総
会
に
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
は
例
年
通
り
「
櫻

友
」
を
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

平成28年度進学・合格実績平成28年度進学・合格実績

　

6
月
9
日
よ
り
約
3
週
間
の
間
、
教
育
実
習

生
と
し
て
勉
強
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

中
学
、
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
母
校
に
、
学

生
で
は
な
く
実
習
生
と
い
う
形
で
再
び
戻
っ
て

来
る
と
い
う
こ
と
に
緊
張
と
喜
び
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

実
習
期
間
中
は
こ
こ
で
経
験
で
き
る
こ
と
す

べ
て
無
駄
な
く
吸
収
で
き
る
よ
う
積
極
的
な
姿

勢
で
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
こ
の
先
教
員
を
目

指
す
に
あ
た
り
少
し
で
も
教
員
と
い
う
仕
事
を

理
解
し
、
今
後
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う

な
充
実
し
た
実
習
と
な
る
よ
う
精
一
杯
努
力
致

し
ま
す
。
お
忙
し
い
中
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

平
成
26
年
度
卒 

普
66
期　

宮
田
翔
平

便り便り便り便り便りOBOBOBOBOB
　工藤　秀平（くどう　しゅうへい）氏は、本校普通科59期
の卒業生であり、シンガーソングライターユニット「Goose 
house」「K.K.」の一員として音楽活動中である。この度、多忙
の中で、本校での高校時代の思い出話を頂いたので紹介させ
ていただきます。

僕は中学高校の６年間を日大日吉で過ごしました。

中学は皆勤賞、高校は精勤賞でほとんど遅刻も休むこともなかったんです。

今考えると体もそこまで強いタイプではなかったので、ちゃんと通えたのは本当に学校が好きだったからな

んだろうなと思いますね。

僕の場合、学生時代の出来事は、今に直結していることばかりでして。

中学時代は野球部に所属していたのですが、高校に進学するタイミングで肘を壊してしまい、野球を続ける

べきか悩んでいた時に、中学野球部でバッテリーを組んでいた木村正英くん（現在K.K.として一緒に活動中）

に誘ってもらって本格的に音楽を始めることにしました。

それからすぐに曲を書き始めたのですが、国語の担当だった鴨下先生には休み時間に歌詞を見てもらった

り、放課後、歌を聞いてもらった記憶もあります。（本当にお世話になりました。笑）

僕が学校に通っていた頃は軽音楽部もありませんでしたので、文化祭でも友人や先生の応援で、なんとか発

表の場を設けてもらえていました。

友人や先生の支えのもとでの活動から始まったので、本当の意味で音楽を好きになれて、だから今でも続け

られているのだと思っています。

僕にとっては人との出会いの大切さを教えてもらった学生時代でした。

 

工藤秀平　　

K．K．（左：木村正英氏　右：工藤秀平氏）
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ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

逸
見
　
茅
里
　（
理
科
・

　
　
　
　
　
　
　

本
校
卒
業
生 

普
63
期
）

　

本
年
度
よ
り
日
本
大
学
高
等
学
校
中
学

校
に
着
任
致
し
ま
し
た
逸
見
茅
里
と
申
し

ま
す
。
担
当
教
科
は
理
科
で
、
部
活
動
は

ラ
ク
ロ
ス
部
を
担
当
致
し
ま
す
。
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
楽
し
く
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
り
、
社
会
で
も
活
躍
し
て
い
け
る
よ

う
に
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
日
々
の
授
業
や
学
校
生
活
を
通
し

て
、
生
徒
が
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
私
自

身
も
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、
成
長

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

山
本
　
和
幸
（
保
健
体
育
科
）

山
本
　
ゆ
い
（
理
科
）

〈
訃
報
〉

田
副
　
尚（
元
中
学
校
教
頭
・
保
健
体
育
科
）

平
成
28
年
6
月
15
日　

逝
去
（
89
歳
）

金
森
　
和
人
（
経
理
長
）

平
成
28
年
12
月
よ
り
経
理
長
就
任

松
﨑
　
祐
介
（
英
語
科
・

日
本
大
学
豊
山
女
子

　
　
　

高
等
学
校
中
学
校
よ
り
異
動
・

　
　
　
　
　
　
　

本
校
卒
業
生
普
51
期
）

　

本
年
度
、
豊
山
女
子
高
等
学
校
・
中
学

校
か
ら
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
教
科

指
導
に
お
い
て
は
、
4
技
能
を
含
む
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
は
も
ち

ろ
ん
、
人
間
の
根
底
を
成
す
言
葉
に
つ
い

て
新
し
い
発
見
を
促
せ
る
よ
う
な
授
業
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

授
業
お
よ
び
学
校
生
活
を
通
し
て
、
常

に
生
徒
と
共
に
学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘
れ

ず
、そ
し
て
前
任
校
で
の
経
験
を
活
か
し
、

母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤
原
　
く
み
子
（
保
健
体
育
科
・

日
本
大
学
藤
沢
高
等
学
校
中
学
校
よ
り
異
動
）

　

本
年
度
、
日
本
大
学
藤
沢
高
等
学
校
・

藤
沢
中
学
校
か
ら
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
、
藤
原
く
み
子
と
申
し
ま
す
。
教
科
は

保
健
体
育
科
で
、
部
活
動
は
陸
上
競
技
部

を
担
当
致
し
ま
す
。
教
師
と
し
て
生
徒
に

第53号（６）

教
員
室

〈
離
任
報
告
〉

　

母
校
発
展
の
た
め
に
御
尽
力
さ
れ
た
教

職
員
の
方
が
、
平
成
29
年
度
を
も
っ
て
離

任
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
武
　
眞
二
（
数
学
科
）

〈
就
任
報
告
〉

　

新
た
な
教
職
員
の
方
々
が
着
任
さ
れ
ま

し
た
。
母
校
発
展
の
原
動
力
と
な
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

田
村
　
隆
（
数
学
科
）

平
成
29
年
４
月
よ
り
校
長
就
任

金
木
　
聰
和
（
事
務
長
）

平
成
28
年
７
月
よ
り
事
務
長
就
任

何
を
伝
え
、
教
え
て
い
け
る
か
を
日
々
考

え
、
中
・
高
6
年
間
が
人
生
の
土
台
と
し

て
、
宝
と
な
る
よ
う
な
時
間
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
自
分
も
日
々
勉
強
を
忘
れ
ず

に
努
力
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

金
子
　
雄
一
郎
（
国
語
科
）

　

本
年
度
よ
り
日
本
大
学
高
等
学
校
中
学

校
に
着
任
致
し
ま
し
た
金
子
雄
一
郎
と
申

し
ま
す
。
担
当
教
科
は
国
語
で
す
。
部
活

動
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
と
放
送
部
を
担
当

い
た
し
ま
す
。
生
徒
一
人
一
人
の
学
校
生

活
が
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
そ

し
て
、
卒
業
し
た
後
も
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
で
自
分
自
身
を
存
分
に
活
か
し
て

生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
も
、

私
自
身
が
日
々
成
長
し
、
毎
回
の
授
業
を

大
切
に
し
て
ゆ
き
、
日
々
の
職
務
に
全
力

で
臨
む
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

髙
橋
　
大
輝
（
理
科
）

　

本
年
度
よ
り
日
本
大
学
高
等
学
校
中
学

校
に
着
任
致
し
ま
し
た
、
髙
橋
大
輝
と
申

し
ま
す
。
日
本
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科
物
質
応
用
化
学
専
攻
を
卒
業
後
、
専
任

教
員
1
年
目
と
な
り
ま
す
。
担
当
教
科
は

理
科
を
、
部
活
動
は
ゴ
ル
フ
部
と
化
学
部

を
担
当
致
し
ま
す
。ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
、

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
生
徒

1
人
1
人
の
将
来
を
見
据
え
、
そ
の
土
台

を
固
め
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
職
務
を
全

う
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

小
林
　
悠
莉
（
社
会
科
）

　

本
年
度
よ
り
日
本
大
学
高
等
学
校
中
学

校
に
着
任
致
し
ま
し
た
小
林
悠
莉
と
申
し

ま
す
。
日
本
大
学
文
理
学
部
史
学
科
を
卒

業
後
、
念
願
の
専
任
教
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。社
会
科
の
授
業
を
通
し
て
、

広
い
視
野
を
持
っ
た
生
徒
を
育
成
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
教
員
に
な
り
、
ま

だ
日
も
浅
く
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
が
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

吉
村
　
千
里
（
数
学
科
・

　
　
　
　
　
　
　

本
校
卒
業
生 

普
63
期
）

　

本
年
度
よ
り
日
本
大
学
高
等
学
校
中
学

校
に
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
吉
村
千
里
と

申
し
ま
す
。
教
科
は
数
学
で
、
部
活
動
は

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

二
年
間
講
師
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
る
時
間
が
増
え
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
在
学

中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
卒
業
後
も
活
躍

し
て
い
け
る
よ
う
全
力
で
支
え
て
い
け
れ

　高校3年の相澤隼人は柔道部に所属しており、神奈
川県73kg級第3位の実力の持ち主である。小学4年生
から始めた柔道に打ち込むなか、中学生になってから
本格的にボディビルのトレー
ニングも始めた。そして、2015
年、2016年全国高校生ボディ
ビル選手権大会において優勝
果たし、今年も3連覇へ向けて
トレーニングと柔道の稽古に
励んでいる。また大学生も出
場する2015年JOCジュニアオ
リンピックカップ日本ジュニ
アボディビル選手権で8位入
賞、翌年2016年には5位入賞と
年々成績を上げており、今年

全国高校生ボディビル選手権大会
3連覇へ向けて

は高校3連覇
とジュニア初
優勝を目指して日々努力している。部活動後に地元の
ゴールドジムで毎日トレーニングを行い、オフは体調
を崩した時や急用の時のみというハードなスケ
ジュールを送っている中、スト
イックに目標にむかい努力して
いる。

　大会は年に一度行われ、トー
タルの筋肉バランスや、体脂肪
を少なくした筋肉の絞り、ポー
ジングなどから評価される。他
の高校生とは比べものにならな
い肉体を鍛え続けている。

（７）第53号 

　現在、10名ほどの部員が活動しています。
　自分のペースで、スキーを楽しむことができ、希望者は、
合宿中にSAJのバッジテスト（スキー技能検定）を受けるこ
ともできます。
　平成28年度には第66回全国高等学校スキー大会アルペン

スキー女子回転競技（女子
スラローム）において、田村
みのり（平成28年度卒）さん
が神奈川県選手としては、
史上初の快挙となる優勝を
果たすことができました！

平成27年度
　■第44回神奈川県高等学校スキー大会
　　女子回転：優勝　女子大回転：優勝女子学校対抗：優勝
　■第65回全国高等学校スキー大会　於大鰐国際スキー場
　　女子回転：準優勝・女子大回転　57位
　■第28回全国高等学校選抜スキー大会　於富良野スキー場
　　女子回転：8位（入賞）・女子大回転　47位

平成28年度
　■第45回神奈川県高等学校スキー大会
　　女子回転：優勝　女子大回転：優勝　女子学校対抗：準優勝
　■第66回全国高等学校スキー大会
　　アルペンスキー女子回転競技（女子スラローム）優勝

スキー部活動報告スキー部活動報告

　現在は中高・男女合わせて約80名の部員が生徒
主体で活動しています。
　普段の練習では中高合同で活動できる利点を生
かし、先輩から後輩へ技術指導が行われています。
そのため、先輩・後輩間の風通しのいい環境が整っ
ています。
　コートは3面と決していい環境ではありません
が、練習ができることへの感謝の気持ちを忘れず
に、上位大会への出場・入賞を目指しながら日々全
力で取り組んでいます。

バドミントン部活動報告

平成28年度
　＜中学＞
　■港北区冬季大会　女子　市大会出場
　■神奈川県私立中学校大会　女子　準優勝
　＜高校＞
　■新人大会　神奈川県大会　横浜北地区予選
　　女子ダブルス　県大会出場

母
校
だ
よ
り
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会
合
名

①
開
催
月
日　

②
招
待
恩
師

③
参
加
人
員　

④
会
場　

⑤
そ
の
他

〔
共
学
元
年 

30
才
の
会
〕

①
Ｈ
29
年
3
月
25
日

②
君
塚
い
づ
み
先
生　

③
12
名

④
Ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
3

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
＆
Ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

⑤
平
成
29
年
3
月
25
日
（
土
）
日

吉
駅
「
Ｎ
ｏ
．3
」
に
て
「
共
学
元

年
30
歳
の
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
年
度
切
り
替
え
の
忙
し

い
中
で
し
た
の
で
小
規
模
に
な

り
ま
し
た
が
、
次
回
来
年
度
の

大
規
模
開
催
に
向
け
て
の
展
望

が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
お
忙

し
い
中
、
中
園
先
生
、
君
塚
先

生
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
計

13
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

短
い
間
で
し
た
が
懐
か
し
い
思

い
出
話
に
花
が
咲
き
、
母
校
愛

に
包
ま
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
全
員
が
、
平
成
29

年
度
の
大
規
模
開
催
に
向
け
て

の
準
備
始
動
を
決
意
し
た
日
と

な
り
ま
し
た
。

〔
金
子
先
生
退
職
記
念

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
練
習
及
び
慰
労
会
〕

①
Ｈ
29
年
2
月
19
日

②
金
子
伸
一
先
生　

③
25
名

④
は
し
ご
や
楽　

綱
島
店　

⑤

〔
Ｓ
3
Ｊ
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
28
年
12
月
18
日

②
新
屋
干
城
先
生　

③
11
名

④
元
住
吉
オ
リ
エ
ン
タ
ル　

⑤

〔
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
〕

①
Ｈ
28
年
1
月
15
日

②
峯
岸
義
則
先
生
、髙
橋
良
治
先
生
、

金
子
伸
一
先
生　

③
56
名

④
新
横
浜
グ
レ
イ
ス
ホ
テ
ル

⑤
12
時
よ
り
柔
道
の
練
習
が
行

な
わ
れ
、
15
名
の
Ｏ
Ｂ
が
練
習

を
し
、
汗
を
流
し
、
17
時
よ
り

場
所
を
、
新
横
浜
の
グ
レ
イ
ス

ホ
テ
ル
に
場
所
を
移
し
、
Ｏ
Ｂ

会
が
行
な
わ
れ
、
今
年
度
卆
業

す
る
4
人
の
部
員
も
招
待
さ
れ
、

楽
し
く
行
な
わ
れ
た
。

〔
佐
久
間
会
〕

①
Ｈ
28
年
11
月
22
日

②
佐
久
間
佑
典
先
生　

③

④
桜
木
町
ブ
リ
ー
ズ
ベ
イ
・
ホ
テ
ル

⑤
今
年
の
佐
久
間
会
は
仕
事
の

関
係
と
会
員
の
親
の
葬
儀
な
ど

で
参
加
者
は
昨
年
よ
り
少
な
い

状
況
で
し
た
が
、
お
互
い
の
様

子
な
ど
語
り
あ
い
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。
来
年
は
佐
久
間

先
生
が
70
才
に
な
り
ま
す
の
で

盛
大
に
行
な
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

〔
新
聞
部
Ｏ
Ｂ
会
〕

①
Ｈ
28
年
5
月
21
日　

②　

③
23
名

④
ブ
リ
ー
ズ
ベ
イ
ホ
テ
ル

⑤
二
年
に
一
度
の
Ｏ
Ｂ
総
会
。

今
回
は
前
回
よ
り
少
し
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
が
、
14
年
ぶ
り

に
静
岡
よ
り
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
も

い
て
楽
し
い
会
に
な
っ
た
。

七
十
代
か
ら
三
十
代
ま
で
の
Ｏ

Ｂ
が
集
い
、
旧
交
を
あ
た
た
め
、

各
種
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
な

っ
た
。
四
回
目
と
な
っ
た
福
引

抽
選
会
は
、
今
回
も
大
好
評
で

盛
り
上
が
っ
た
。
次
回
も
お
互

い
に
元
気
で
再
会
す
る
こ
と
を

約
束
し
合
い
、
散
会
し
た
。

〔
金
子
伸
一
退
職
の
会
〕

①
Ｈ
28
年
6
月
6
日

②
金
子
伸
一
先
生　

③
11
名

④
新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル

⑤
最
初
の
卒
業
生
で
、
何
も
か

も
分
か
ら
な
い
状
況
で
、
友
達

み
た
い
に
接
し
て
い
た
の
で
、

楽
し
く
過
せ
た
。

〔
演
劇
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
〕

①
Ｈ
28
年
11
月
26
日

②
長
谷
川
有
里
先
生

野
中
政
昭
先
生　

③
15
名

④
と
り
の
す
け

日
吉
本
町
浜
銀
通
り
店

⑤

〔
Ｈ
3
Ｈ
佐
藤
組
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
28
年
12
月
8
日　

②　

③
13
名

④
「
幸
楽
」
横
浜
駅
東
口
中
華

⑤
・
年
一
回
定
例
ク
ラ
ス
会

　

・
各
人
の
近
況
報
告
他

〔
先
生
方
を
囲
む
会
〕

①
Ｈ
28
年
12
月
8
日

②
二
神
武
志
先
生
、
金
子
貴
仁
先
生

③
8
名

④
膳　

横
浜
駅
西
口
店　

⑤

〔
高
3
Ｂ　

ハ
セ
ユ
リ
会
〕

①
Ｈ
28
年
6
月
18
日

②
長
谷
川
有
里
先
生　

③

④
横
浜　

⑤

〔
香
川
級
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
28
年
11
月
19
日　

②　

③
18
名

④
横
浜
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
桔
川

⑤

〔
懇
親
会
〕

①
Ｈ
28
年
9
月
11
日　

②　

③
12
名

④
居
酒
屋
す
っ
と
こ
ど
っ
こ
い　

⑤

〔
横
浜
会
〕

①
Ｈ
28
年
5
月
25
日

②
樋
口
先
生　

欠
席　

③
10
名

④
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

⑤
今
月
か
ら
メ
ー
ン
デ
ィ
ッ
シ

ュ
と
し
て
魚
料
理
ｏ
ｒ
肉
料
理
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
同
志
は
更
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！
今
宵
も
ミ
ナ

ト
ミ
ラ
イ
の
絶
景
を
背
に
グ
ル

メ
＆
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク
堪
能
し

交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
再

会
を
誓
い
盛
大
裏
に
閉
会
し
ま

し
た
。

〔
昭
33
年
度
卒 

普
通
科
11
期

Ｆ
組
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
28
年
9
月
28
日　

②

③
14
名　

④
割
烹　

田
中
家

⑤
卒
後
57
年
、
故　

上
村
弘
勇

先
生
級
、
66
名
の
う
ち
物
故
者

10
名
、
音
信
不
通
者
17
名
。
Ｈ

21
年
以
降
毎
年
9
月
末
に
定
期

開
催
、
15
～
17
名
出
席
。
参
加

者
の
知
見
を
披
歴
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
設
け
、
異
分
野
・
業
界
が

苦
労
話
や
経
歴
を
交
え
な
が
ら

語
ら
れ
興
味
深
い
。
今
年
は
重

電
メ
ー
カ
出
身
者
よ
り
「
電
気
動

力
」
の
講
話
が
あ
っ
た
。

〔
普
通
科
17
期
Ａ
組
ク
ラ
ス
会
〕

①
Ｈ
28
年
4
月
16
日

②
な
し　

③
23
名

④
横
浜
中
華
街
「
龍
仙
」　

⑤

（９）第53号 第53号（８）
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た
。
圧
巻
は
、
例
に
よ
っ
て
飛

田
先
生
の
40
分
に
わ
た
る
「
講

議
」
で
し
た
。

〔
ク
ラ
ス
会
・

川
島
先
生
の
喜
寿
を
祝
う
会
〕

①
Ｈ
29
年
4
月
12
日

②
川
島
伸
元
先
生　

③
7
名

④
上
野
公
園
・
そ
の
他

⑤
4
月
11
日
の
予
定
で
し
た
が
、

当
日
大
雨
が
予
想
さ
れ
て
い
た

の
で
、
10
日
に
メ
ー
ル
し
て
12

日
に
変
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

仕
事
の
関
係
で
出
席
で
き
な
く

な
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
皆
元

気
で
、
在
校
中
4
年
間
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

川
島
先
生
に
さ
さ
や
か
な
お
祝

い
の
品
を
さ
し
あ
げ
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら
の
ご
援
助
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
日
大
四
中
16
同
期
会
〕

①
Ｈ
29
年
4
月
21
日
②　

③
9

名④
横
浜
駅
東
口
ス
カ
イ
ビ
ル

11
階
「
大
陸
」

⑤
ほ
と
ん
ど
の
人
が
昭
和
5
年

（
１
９
３
０
）
生
ま
れ
、
今
年
は

22
名
に
連
絡
し
て
出
席
者
は
9

名
。
秋
に
昼
食
会
を
持
っ
て
い

ま
す
。
年
二
回
集
ま
り
友
情
を

深
め
て
い
ま
す
。
昔
の
こ
と
を

話
せ
る
の
は
こ
の
会
し
か
な
い

気
が
し
ま
す
。
欠
席
者
に
は
「
櫻

〔
日
本
大
学
高
等
学
校 

桜
寿
会
総
会
〕

①
Ｈ
28
年
5
月
24
日　

②　

③
25
名

④
横
浜
中
華
街　

同
發
別
館

⑤
今
年
度
は
来
年
度
会
員
の
漆

間
校
長
と
金
子
、
松
川
両
先
生

の
3
名
に
会
員
参
加
者
22
名
あ

わ
せ
て
25
名
で
桜
寿
会
総
会
を

行
い
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
連
続

出
席
さ
れ
た
先
生
方
も
体
調
が

悪
く
欠
席
さ
れ
ま
し
た
が
桜
寿

会
で
は
若
手
の
先
生
方
も
多
く

参
加
さ
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

〔
久
保
木
先
生
を
囲
む
会
〕

①
Ｈ
28
年
2
月
12
日

②
久
保
木
先
生　

③
14
名

④
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

⑤
久
保
木
先
生
が
剣
道
範
士
の

お
祝
い
で
す
。

〔
大
山
智
矩
行
先
生
を
囲
む
会
〕

①
Ｈ
28
年
6
月
17
日

②
大
山
智
矩
行
先
生　

③
8
名

④
横
浜
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル　

⑤

〔
野
村
俊
一
郎
先
生
を
囲
む
会
〕

①
Ｈ
27
年
5
月
22
日

②
野
村
俊
一
郎
先
生　

③
23
名

④
横
浜
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル

⑤
長
崎
に
お
住
ま
い
の
野
村
先

生
が
お
み
え
に
な
り
ま
し
た
。

〔
Ｈ
18
Ｃ
ク
ラ
ス
会（
あ
す
な
ろ
会
）〕

①
Ｈ
28
年
5
月
29
日　

②
飛
田
先
生

③
18
名　

④
横
浜
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ

⑤
卒
業
後
50
年
を
記
念
し
て
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

だ
仕
事
を
し
て
い
て
止
む
を
得

ず
欠
席
に
な
っ
た
も
の
、
逆
に

体
調
不
良
で
欠
席
の
も
の
、
い

ろ
い
ろ
い
て
18
名
で
の
ク
ラ
ス

会
に
な
り
ま
し
た
。
日
曜
の
午

後
3
時
半
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
の
3
時
間
で
し

友
」
を
送
り
ま
し
た
。「
櫻
友
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
会
以
外
に
も
、
数
多
く
の
ク

ラ
ス
会
や
同
期
会
、
Ｏ
Ｂ
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
を
掲

載
す
る
こ
と
は
紙
面
の
都
合
上

難
し
い
の
で
、
一
部
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
、
若
い
年
代
に
よ
る
同
窓
会
や

同
期
会
な
ど
も
盛
ん
に
開
催
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
集
合
写
真

と
と
も
に
幹
事
の
方
の
報
告
文

な
ど
も
ぜ
ひ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
会
へ
の
同
窓
会
よ
り
補
助

費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
幹
事
の

方
か
ら
同
窓
会
事
務
局
へ
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
い
た

し
ま
す
。
集
合
人
数
に
よ
っ
て
補

助
費
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
通
信
費

等
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

な
お
会
終
了
後
に
は
、
人
数
等

の
報
告
と
合
わ
せ
て
写
真
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。「
櫻
友
」
へ
掲

載
い
た
し
ま
す
。

50
名
未
満　

１
０
，０
０
０
円

50
名
以
上　

２
０
，０
０
０
円

100
名
以
上　

５
０
，０
０
０
円

150
名
以
上　

８
０
，０
０
０
円

同
窓
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
・

地
区
会
へ
の
補
助
に
つ
い
て
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　平成28年6月17日（金）、横浜ベイシェラトンホテルにおいて、日本大学高等学校・中学校同窓会総会
が開催されました。数多くの恩師をお迎えし、旧交を温めながら楽しいひと時を過ごすことができま
した。本校卒業生の森博文氏が勤める尾崎酒造様より樽酒の寄付をいただくなど、盛大な総会となり
ました。

8年6月17日（金）、横浜ベイシェラトンホテルにおいて、日本大学高等学校・中学校同窓


